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元→吋＋ e `+ eーャ注ャ元

な l·· が9m,l m でお＇） ／夕" 7'、ルベ‘ータ崩t衷卜 II ぅ．
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2. J,.田勝纂，森四区厖紅情、べ‘-9 簡覗心ば町If\,培屈ti', 1~'73. 
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抜駐合l:: /-リ今らム

陳大工 井本.iE...介
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5 ま（り 1元（1 J (2) 0)  る合わ亡て噌植tt.（土ぶトリ＋らヽ量／消是トリ＋必昔）
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吸 I丸夕にうこ・りま凍泣 I＝ぶ ljJ~~哩うよ 5'=9 年 le i_~2..回，碕—知五

行 ~Iiよ I‘。 L ふ L, Ltまた 1よ L こくに合務ふ 5 つトリわクムの回牧む来牛，＝薩か
L ̀ 'ヒリわれてし／ a. 「：：： ℃入 I邑全島 Lt iｷ,.i: Lt T ヒリ）北、角ィc玲ぷ主 L・； これが
＂に字庄なため，氏度のよ .,T'> ID 牧，ま暉サ., a. ら0 ")知 I屯これ 8 カD
M_ L て L~OT ~忍貸させJ これ a t 5,＝杯令埓 l 't. T,O c 名J方法など心豆
れてり 3. こへ喝令／：：：iい）サらく弘出怠；応が反 9たt•あ 3 こヒ 1よりぅ屯iなり。

;j> 3 ")向晏美 Iai)胡苛っトリ今クムでビ> L て得• Jふとり）こと-c:· ;, a 。 恥五'

"中位I\:_; モックアッ 9゜屯置（喀や、 S 午愛ぶナ庄） t・は 200 3 つ卜＇夕らら
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様融知南癸 It. I-')ナ幻，：：肉 L て吐しの功題i堤出ぢ↓ぷ， 1 っ扇の要ヒな 3
碁嗅的な研究珠匙 1む水魚の同位体切果t•あ 3 。 同ば偽i/)果ふ‘令って 1)^'た．9 ..l::.さい
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の軒， 1-＇)”らムは転＊合ャ墾水素ヒでふ’うヒ 11 3 ·惰枝ヽ・くかな 9 多く l 。 *9、つ/;)(立
f本劫果 I：：つ II てっ研究ふ・ホ怒，＝なiこてさ 0望ちJ >ぇ弟t•ある。
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